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１ 速さとは？

速さとは一定の時間で移動する距離の割合です。１秒間に進む距離を秒速、1分間に進む

距離は分速、１時間に進む距離は時速といいます。たとえば時速60kmとは１時間に60km進

む速さを示します。60kmは60000ｍで、１時間は60分ですから時速60kmは分速に直すと、

　60000÷60＝1000ｍということになります。

同様に、分速60ｍは１分間が60秒ですから、60÷60＝１より秒速１ｍになるのです。

（例題）

Ａ君の乗った車は１時間30分で108km進んだそうです。

①　この車の時速を求めなさい。

②　この車で40秒はしると何ｍ進みますか。

（解説と解答）

①1時間30分は1.5時間ですから、

　108÷1.5＝72

（答え）72km 

②72km＝72000ｍでこれを１時間＝60分＝60×60＝3600秒で割ると

　72000÷3600＝20ｍが秒速になります。

　20×40＝800より800ｍ進むことになります。

（答え）800ｍ　

（便利なとき方）

秒速（ｍ）に3.6をかけると時速（km）にかわります。

たとえば秒速15mは15×3.6＝54で時速54kmになるのです。逆も同じで、時速108kmは、

108÷3.6＝30で秒速30ｍになります。

２ 旅人算

中学入試では、さまざまな速さの問題が出題されますが、その基本が旅人算です。問題の

中心として「追いかける」と「出会う」があります。

（追いかける）

　ＡがＢをおいかけるとき、追いつくまでにかかる時間は

　（ＡＢの間の距離）÷（Ａの速さーＢの速さ）で求めることができます。

（出会う）　

　ＡとＢが向かい合って進むとき、出会うまでの時間は

　（ＡＢの間の距離）÷（Ａの速さ＋Ｂの速さ）で求めることができます。
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（例題）

Ａの前方700ｍのところにＢがいます。Ａ、Ｂが同じ方向に進んでいます。

Ａの分速を20ｍ、Ｂの分速を15ｍとするとき、ＡがＢに追いつくのは何分後

ですか。

またＢがＡと向かい合って進むとすれば、二人が出会うのは何分後ですか。

（解説と解答）

　最初は追いつきですから二人の差で間の距離を割ります。

　700÷（20－15）＝140分

（答え）140分　

向かい合う場合は両方の速さの和で間の距離を割ります。

 700÷（20＋15）＝20分

（答え）20分　

（練習問題）

１　ＡからＰ君が、ＢからＱ君が同時に出発しました。Ｐ君の分速は毎分120ｍ、

　　Ｑ君の分速は毎分80ｍです。Ｐ君とＱ君は出発して12分後に出会ったそうです。

　　ＡＢの間の距離は何ｍですか。

２　ＡからＰＱがＢに向かいます。Ｐ君の分速は毎分120ｍ、Ｑ君の分速は毎分80ｍ

です。Ｑ君が出発して８分後にＰ君が出発しました。Ｐ君はＢの手前240mのところ

　　で、Ｑ君に追いつきました。ＡＢの間の距離を求めなさい。

３　ＡからＰ君が、ＢからＱ君が同時に向かい合って出発しました。Ｐ君の分速は毎分

　　120ｍ、Ｑ君の分速は毎分80ｍです。二人はＡＢの真ん中のＣより120ｍＢに近づい

　　た地点で出会いました。二人が出会ったのは出発して、何分後ですか。

４　Ａ君はＰからＱに向かって毎分80ｍで出発しました。Ａ君は出発して６分後に忘れ

　　ものに気づき、毎分120mでとりにもどり、２分間で忘れ物をさがし、その後分速

　　200ｍでＱに向かったら、予定とおりに着きました。ＰからＱまで何ｍありますか。

（解説と解答）

１　

　間の距離を求める問題です。両方の速さの和にかかった時間をかけます。

　（120＋80）×12＝2400

（答え）2400ｍ　

２

　Ｑ君は８分先に行きましたので。80×８＝640ｍ先にいます。したがってＰ君は

　640÷（120－80）＝16分で追いつきます。その地点はＡから

　120×16＝1920ｍのところにありますので、1920＋240＝2160

（答え）2160ｍ　
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３

　真ん中より120mＢよりで出会うということは、120ｍの２倍の240ｍＰ君がＱ君よりも長

く動きます。したがって240ｍ÷（120－80）＝６分で二人が出会うことになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（答え) ６分

４

80×６＝480　480÷120＝４　６＋４＋２＝12分ということは、80ｍで12分先に行ってい

るので80×12＝960ｍ前にいる人を追いかけるのと同じになります。

したがって960÷（200－80）＝８分で追いつくわけですからＰＱの距離は

200×8＝1600

　（答え）1600ｍ　

３ 図を描いて解く

旅人算や速さの問題は、いろいろな解き方が考えられます。その中で図を描きながら、解

いていく問題があります。図の描き方をマスターしながら、解いてみてください。

（例題）

ＡからＰ君が、ＢからＱ君が同時に向かい合って出発します。Ｐ君の分速は120ｍ、

Ｑ君の分速は80ｍです。ふたりはＡＢ間を一往復しました。ふたりが１回目に出会

ったところと２回目に出会ったところの間の距離が480ｍ離れていたとすると、ＡＢ

間の距離は何ｍですか。

（解説と解答）

図のようにＡＢの真ん中の点をＣとすると、Ｐ君の方が速いので、ＣからＢよりのとこ

ろで出会います。１回目に出会ったところとＣの間の距離を①とすると、２回目に会うま

でにふたりでＡＢ間の３倍の距離を動いているので、２回目に出会う点はＣからＡよりに

③いったところになります。したがって間の距離が480ｍですから480÷４＝120･･･①

したがってＰ君はＱ君よりも120×２＝240ｍ余分に動きます。

240÷（120－80）＝６分 したがって（120＋80）×６＝1200

（答え）1200ｍ　

（練習問題）

１

ＡからＰ君が出発して毎分80ｍでＢに向かいます。Ｐ君がＡを出発して５分後にＢからＱ

君が毎分120ｍの速さでＡに向かいました。すると二人はＡＢ間のちょうど真ん中で出会

いました。ＡＢ間の距離は何ｍですか。

-3-

Ａ Ｂ
120ｍ 80ｍｐ君 Ｑ君

①

③

Ｃ



２

ＡＢ間の距離は2400ｍです。ＡからＰ君は毎分120ｍでＢに向かって出発しました。Ｑ君

はＢからＡに向かってＰ君が出発してから４分後に毎分80ｍで出発しました。Ｐ君は途中

でＱ君と出会うとすぐ引き返し、Ａにもどるとまたすぐ引き返しました。二人が２回目に

出会うのはＡから何ｍのところですか。

３　

車の時速は72kmで、歩きの分速は300mです。Ａから５人がＢに移動することになりました

が、４人乗りの車が１台しかありません。そこで車に４人が乗り、残りの一人が歩いてＡ

を同時に出発しました。車は途中のＣで一人おろし、その人はそのまま歩きでＢに向かい

ます。一方車はすぐ引き返し、途中で歩いてくる一人を拾うとすぐ引き返して、全員が同

時にＢにつくようにしたいと思います。ＡＢ間が2800ｍとすると、ＡＣ間は何ｍですか。

４　

池の周りをＡＢＣがそれぞれ一定の速さで回ることにしました。Ａの分速は120ｍ、Ｂの

分速は40ｍ、Ｃの分速は60ｍです。ＡＢは同じ方向に、ＣはＡＢと反対の方向に、ある点

から同時に出発しました。するとＡとＣは12分おきに出会ったといいます。ではＢとＣは

何分おきに出会うでしょうか。

５　

ＰからＡＢが、ＱからＣが向かい合って同時に出発しました。Ａの分速は120ｍ、Ｂ君の

分速は80ｍ、Ｃ君の分速は40ｍです。ＡとＣが出会って６分後にＢとＣが出会いました。

ＰＱの間の距離は何ｍですか。

（解説と解答）

１　

条件から、Ａは80×５＝400ｍ先行しています。ところが二人はちょうど真ん中で出会っ

ていますから、Ｑ君が出発して出会うまでの間にＱ君はＰ君よりも400ｍ多く動いたこと

になります。したがって400÷（120－80）=10分より、

ＡＢ間の距離は（120＋80）×10＋400＝2400

（答え）2400ｍ　

２

Ｐ君は120ｍで４分間分進みましたから、120×４＝480ｍ　二人の間の距離は

2400－480＝1920ｍになります。ここから二人が向かい合って出発しますから、二人が出

会うのは　1920÷（120＋80）＝9.6分後になります。その点は80×9.6＝768ｍＢから離れ

ていますので、Ａからは2400－768＝1632ｍになります。出会った後、Ｐ君はＡに引き返

しますから1632ｍの２倍の距離を二人で移動します。

（1632×２）÷（120＋80）＝3264÷200＝16.32分

1632－80×16.32＝1632－130.56＝326.4 （答え）326.4ｍ　
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３

72÷3.6＝20ｍ･･･車の秒速

300÷60＝５ｍ･･･歩きの秒速

車は歩きの４倍の速さですから、

歩いた距離を【1】とすると車は同じ時間

で【4】動きますので、出会うまでの片道

は（【1】＋【4】）÷２＝【2.5】

です。したがって図のように分けることが

できますから、ＡＣ間は

2800÷3.5×2.5＝2000

（答え）2000ｍ　

４

ＡＣが12分おきに出会うということは、（120＋60）×12＝2160ｍが池の周りの距離にな

ります。したがってＢＣは2160÷（40＋60）＝21.6

（答え）21.6分　

５

ＡＣが出会ったとき、その後ろにＢがいます。そこから６分でＢとＣが出会ったのです

から、（80＋40）×６＝720ｍ間があいていたことになります。ということはＡはＣと出

会うまでの間にＢに対して720ｍの差をつけたことになりますから、

　720÷（120－80）＝18分（ＡとＣが出会うまでの時間）

　したがってＰＱ間は（120＋40）×18＝2880

　（答え）2880ｍ　

５年生第１回の「速さと旅人算」をお届けします。旅人算の基本は簡単ですが、それを

使ってさまざまな問題を解くことができます。入試では速さは非常に重要な項目ですが、

いろいろな解き方ができる分、基本は正確にマスターしておきたいところです。特に大切

なのは、動きの方向。同じ方向に向いているのか、それとも反対の方向に向いているのか

を確認して、速さの和で処理するのか、速さの差で処理するのか、間違わないようにしま

しょう。 （田中　貴）
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